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「長期戦略」は「イ
ノベーション」を基
軸に据えるが、こ
れをどのように進
めればよいか？



環境影響のリスク

CO2

リスク

予防原則を適用すべきか？

「ブラック・スワン」

＝可能性は低い
かもしれないが、
重大な帰結をもた
らし得る事象
(タレブ 2006)
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ＣＯ２削減のリスク

CO2

リスク

他国が協調しない
経済損失
製造業の海外移転
科学技術力の喪失
安全保障の喪失

ＣＯ２削減にもブラック・スワンが潜む。4



バランスが必要

CO2

リスク

トレードオフが本質的な場合、予防原則は使えない
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環境問題は如何にして解決されて来たか？

アフォーダブルな技術（＝受容可能なコストでの
技術）が出来ることが、現実の制約下における環
境問題解決の切り札だった。

例）

自動車の大気汚染（NOx)： 三元触媒

発電所の大気汚染(SOx)： 排煙脱硫設備
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ＣＯ２削減の成功例

アフォーダブルな技術が在れば、ＣＯ２削減は成功した。

市場の連鎖が本質的で、政府補助は不要な場合も。
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シェールガス
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https://www.eia.gov/energyexplained/index.php?page=natural_gas_where

シェールガス



ＬＥＤ照明

http://www.optronics-media.com/news/20170301/45832/
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LED照明



液晶ディスプレイ

https://www.sangyo-times.jp/article.aspx?ID=1748 10

液晶ディスプレイ

https://www.sangyo-times.jp/article.aspx?ID=1748
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